











Perspective on Children as “a Different Culture”




































































































● ● ● ● ● ●
，子どもとしてあるまじき行い






























































　アメリカの多文化教育は，1960 年代から 1970 年代にかけて展開した民族意識の台頭や公民権


























みるのである。それは，端的にいって，「文化剥奪論 cultural deprivation theory」と「文化差
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